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重症糖尿病の主な死因は腎不全で、代表される microangiopathy に起凶し， しかもこの microangio­
pathy の発症進行は血糖の不完全なコントロールによるものとされている。そこでより完全な re-
placement treatmentの 1 つとして膳移値が臨床的にも試みられるようになった。手術手技は 1978年
以降，主として醇体尾部を腸骨寓に異所性に移植する方法がとられている。本術式では牌は 1 )神経





8 -24kgの雑種成犬35頭を単開腹群 (n=5) ，牌切除群( n = 10) ，自家移植群 (n=7) ，同種





負荷試験(IVGTT , O. 3g/kg) とひきつづいておこなう 60-180 分のインスリン負荷試験 (ITT ， 0.5 
- 2.0U/kg) をむこない， IVGTT におけるインスリン( IRI) 及び Cーペプタイド( CPR) 分泌反応と
ITTにおけるグルカゴン( IRG) 分泌及びCPR 分泌抑制反応を検討した。この検査を単開腹群では術前，
-144-
術後 1 週目に， 醇切除及び自家移植群では術前，術後 1 ， 2 , 4 , 8 , 12週目にまた同種移植群で
は術前に donor で，術後 1 ， 2 週目に recipient で施行した。血糖は OTB法で， IRI は Phadebas kit , 
CPR は犬 Cーペプタイド特異抗体(矢内原)を用い，また IRG は牌グルカゴン特異抗体 AGS18を用




日におこなった IVGTT においてL'LlIRI ， L'LlCPR もまた K値も術前の約50% に低下したが両群聞に
有意の差は認められなかった。また同時におこなった.ITTでは CPR 分泌抑制と IRG分泌増加が認め




術後 1 週目までは全例にむいて FBS は正常に維持されたが 2 週目にはいり急峻な FBS の上昇と
ともに拒絶された群 (n= 8) と 2 週目にはいり FBS は軽度上昇したが比較的長期機能を保持した
群 (n= 5) にわかれた。両群とも 1 週目では同時期の自家移植群と同様にインスリン分泌能は低下
し，グルカゴン分泌能は保持された。これらの反応は移植豚の急性拒絶とともに完全に消失した。一
方，慢性拒絶反応群ではIVGTT 時のL'LlIRI は術前 816 ， 1 週日 236 ， 2 週目 62μU ・ min/.mlと漸減し




















反応での A ， B 両細胞の反応性に解離のあることをあきらかにした。したが・って本研究は現行の臨床
牒移植手技の一応の妥当性をあきらかにした点で極めて有意義で、価値が高 Po
ρo ?
